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“レーザー光を用いた微小領域の計測・加工・制御”
教授　川田　善正（応用物理学）

レーザー光を利用して微小な構造や生物細胞などを観察したり、加工したり、駆動したりするための技術を開
発しています。目に見えないような小さいものを観察したり、操作したりするには、光学顕微鏡を利用します。
光学顕微鏡は、試料に優しく非侵襲・非破壊で観察でき、観察環境も選ばないため、多くの分野で実用的に用い
られています。特に生体試料の観察においては、非常に有効な手法
として広く活用されています。その一方で、光で観察可能なものの
大きさには限界があり、サブミクロン程度のものまでしか観察でき
ないという問題点もあります。現在のナノテクノロジー技術の進展
とともに、多くの分野でさらなる高分解能化が求められています。
私たちは、このような要望に応えるために、電子線によって微小光
源を誘起する高分解能光学顕微鏡の開発を進めています。電子線を
使用するもかかわらず、従来の顕微鏡とは異なり、大気中や液中な
どさまざまな環境下で生きた細胞資料を観察でき、細胞内顆粒の動
態観察やタンパク質の形態観察、微結晶の成長過程の観察など、さ
まざまな分野への応用が期待できます。

私たちの研究室では、光科学をベースに広い視野と豊かな好奇心、自由な発想をもって果敢に新しいことに挑
戦することをモットーに研究を進めています。「新しい知識の創出」「新しい学問体系の構築」「新しい応用分野
の開拓」を通して、社会に貢献することを目指しています。新しいアイディアと熱意を持って研究に取り組み、
世界に衝撃を与えるような研究成果を生み出したいと考えています。枠にとらわれずに、身の回りのいろいろな
ことに興味をもってその仕組みを理解したり、今まで誰も考えもしなかったことを、学生の皆さんと一緒に考え
たりしたいと思っています。学生の皆さんには、研究を楽しみながら、新しいアイディアを生み出し、新しい課
題にトライすることを通じて、大学および研究室での生活を楽しみながら、よく勉強することをお願いしていま
す。自分に実力をつけて社会で活躍して欲しいと願っています。
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